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(57)【要約】

【課題】本発明は、油水中の微細な油粒を、タンク内に

圧縮充填された繊維材、好ましくは脱脂綿に流通させて

から、さらに微小メッシュのフィルターを通過させるこ

とにより、排水中の油分濃度を十分に低減できるように

するとともに、メンテナンスの負担も軽減できるように

した油水分離装置を提供することを課題とする。

【解決手段】油分を含んだ被処理水Ｗが、第１前処理タ

ンク１で粗粒化板６により油粒Ｂを分離されるとともに

、さらに第２前処理タンク２で粗粒化フィルター７によ

り油分の分離を施される。このようにして油分を粗分離

された被処理水は、さらに第１タンク３における交換可

能の油分吸着用カートリッジ３Ａで微細の油分を除去さ

れ、ついで第２タンク４における微小メッシュ（０.１

～５ミクロン）のフィルターＡにより超微細の油粒の除

去を施される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 油 分 を 含 む 被 処 理 水 を 導 入 し 通 過 さ せ て 上 記 油 分 の 捕 捉 分 離 を 行 う 第 １ タ ン ク と 、 同 第

１ タ ン ク を 通 過 し た 被 処 理 水 を 導 入 し 通 過 さ せ て 残 余 の 油 分 の 捕 捉 分 離 を 行 う 第 ２ タ ン ク

と を 備 え 、 上 記 第 １ タ ン ク に は 、 予 め 繊 維 材 に 水 分 を 含 ま せ て 同 繊 維 材 を 圧 縮 充 填 し た 油

分 吸 着 用 カ ー ト リ ッ ジ が 交 換 可 能 に 設 け ら れ る と と も に 、 上 記 第 ２ タ ン ク に は 上 記 被 処 理

水 中 の 残 余 の 油 分 を 捕 捉 す る た め の 微 小 メ ッ シ ュ の フ ィ ル タ ー が 装 填 さ れ て い る こ と を 特

徴 と す る 、 油 水 分 離 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 上 記 繊 維 材 が 脱 脂 綿 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 油 水 分 離 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 上 記 フ ィ ル タ ー が 膜 分 離 型 フ ィ ル タ ー と し て 構 成 さ れ て 、 同 フ ィ ル タ ー の メ ッ シ ュ が ０

.１ ～ ５ ミ ク ロ ン に 設 定 さ れ る と と も に 、 同 フ ィ ル タ ー を 逆 流 に よ り 洗 浄 す る た め の 配 管

が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 油 水 分 離 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 上 記 第 １ タ ン ク へ 導 か れ る 上 記 被 処 理 水 に つ い て 同 被 処 理 水 中 の 油 分 を 予 め 減 少 さ せ て

お く た め の 前 処 理 装 置 を 備 え 、 同 前 処 理 装 置 が 、 初 め に 上 記 被 処 理 水 中 の 油 分 の 粗 分 離 を

粗 粒 化 板 に よ り 行 う 第 １ 前 処 理 タ ン ク と 、 同 第 １ 前 処 理 タ ン ク を 通 過 し た 上 記 被 処 理 水 を

導 い て 同 被 処 理 水 中 の 油 分 の 造 塊 分 離 を 粗 粒 化 フ ィ ル タ ー に よ り 行 う 第 ２ 前 処 理 タ ン ク と

で 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 油 水 分 離 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 船 舶 の 機 関 室 な ど で 生 じ る 油 を 含 ん だ ビ ル ジ 水 や 、 工 場 な ど で 生 じ る 油 を 含

ん だ 汚 水 に つ い て 、 そ の 外 部 へ の 排 出 の 際 に 、 環 境 保 全 の た め 予 め 油 分 を 分 離 す る の に 適

し た 油 水 分 離 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 水 に 混 入 し た 油 は 、 油 と 水 と の 比 重 差 に よ る 重 力 分 離 方 式 に よ り 分 離 す る こ と が

行 わ れ て い た 。 そ し て 、 平 行 板 や フ ィ ル タ ー を 備 え た 水 路 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 油 粒

を 造 塊 さ せ 浮 上 速 度 を 速 く し て 分 離 す る こ と が 行 わ れ て い た 。

　 し か し な が ら 、 油 水 混 合 物 に 界 面 活 性 剤 や 微 細 な ゴ ミ が 混 入 し た 場 合 、 油 粒 が 小 さ く な

っ た り 、 水 と 油 粒 と の 比 重 差 が 小 さ く な っ た り し て 、 油 粒 の 浮 上 速 度 が 遅 く な る た め 、 比

重 差 に よ る 油 粒 の 分 離 が 難 し く な る と い う 不 具 合 が あ る 。 ま た 、 単 に 目 の 細 か い フ ィ ル タ

ー を 用 い た だ け で は 、 目 詰 ま り を 起 こ し て 、 分 離 性 能 が 低 下 す る と い う 不 具 合 が あ る 。 そ

し て 、 目 詰 ま り し た フ ィ ル タ ー の 交 換 は 、 同 フ ィ ル タ ー が 油 で 汚 れ て い る た め 容 易 で は な

か っ た 。

　 さ ら に 、 繊 維 材 か ら な る パ ッ ド や シ ー ト を 用 い て 、 液 面 に 浮 か ぶ 油 分 を 吸 着 し た り 濾 過

に よ り 油 分 を 除 去 し た り す る こ と も 行 わ れ て い る が 、 こ の よ う な 手 段 で は 多 量 の 油 水 に つ

い て 油 分 の 分 離 を 効 率 よ く 行 う こ と は 困 難 と さ れ て い る 。

　 一 般 に 、 界 面 活 性 剤 等 の 混 入 に よ り 微 細 化 さ れ た 油 粒 を 除 去 で き れ ば 、 油 水 分 離 器 の 性

能 を 向 上 さ せ 、 排 水 中 の 油 分 濃 度 を 大 幅 に 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 従 来 の 油 水 分 離 器 で

は 、 こ の 微 粒 化 し た 油 分 が 除 去 で き な か っ た り 、 ま た 目 の 細 か い フ ィ ル タ ー を 使 用 し た 場

合 に は 目 詰 ま り に よ る 頻 繁 な フ ィ ル タ ー 交 換 が 必 要 と な っ た り し て 、 メ ン テ ナ ン ス 上 の 負

担 の 増 大 を 招 い て い た 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ ７ ０ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ８ ８ ４ ３ ５ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

10

20

30

40

50



(3) JP  2007-160264  A   2007.6.28

　 本 発 明 は 、 油 水 中 の 微 細 な 油 粒 を タ ン ク 内 に 圧 縮 充 填 さ れ た 繊 維 材 、 好 ま し く は 脱 脂 綿

に 流 通 さ せ て か ら 、 さ ら に 微 小 メ ッ シ ュ の フ ィ ル タ ー を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 排 水 中 の

油 分 濃 度 を 十 分 に 低 減 で き る よ う に す る と と も に 、 メ ン テ ナ ン ス の 負 担 も 軽 減 で き る よ う

に し た 油 水 分 離 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 は 、 油 分 を 含 む 被 処 理 水 を 導 入 し 通 過 さ せ て 上 記 油 分 の 捕 捉 分 離 を 行 う 第 １ タ ン

ク と 、 同 第 １ タ ン ク を 通 過 し た 被 処 理 水 を 導 入 し 通 過 さ せ て 残 余 の 油 分 の 捕 捉 分 離 を 行 う

第 ２ タ ン ク と を 備 え 、 上 記 第 １ タ ン ク に は 、 予 め 繊 維 材 に 水 分 を 含 ま せ て 同 繊 維 材 を 圧 縮

充 填 し た 油 分 吸 着 用 カ ー ト リ ッ ジ が 交 換 可 能 に 設 け ら れ る と と も に 、 上 記 第 ２ タ ン ク に は

上 記 被 処 理 水 中 の 残 余 の 油 分 を 捕 捉 す る た め の 微 小 メ ッ シ ュ の フ ィ ル タ ー が 装 填 さ れ て い

る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 繊 維 材 が 脱 脂 綿 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 上 記 フ ィ ル タ ー が 膜 分 離 型 フ ィ ル タ ー と し て 構 成 さ れ て 、 同 フ ィ ル

タ ー の メ ッ シ ュ が ０ .１ ～ ５ ミ ク ロ ン に 設 定 さ れ る と と も に 、 同 フ ィ ル タ ー を 逆 流 に よ り

洗 浄 す る た め の 配 管 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 第 １ タ ン ク へ 導 か れ る 上 記 被 処 理 水 に つ い て 同 被 処 理 水 中 の 油 分

を 予 め 減 少 さ せ て お く た め の 前 処 理 装 置 を 備 え 、 同 前 処 理 装 置 が 、 初 め に 上 記 被 処 理 水 中

の 油 分 の 粗 分 離 を 粗 粒 化 板 に よ り 行 う 第 １ 前 処 理 タ ン ク と 、 同 第 １ 前 処 理 タ ン ク を 通 過 し

た 上 記 被 処 理 水 を 導 い て 同 被 処 理 水 中 の 油 分 の 造 塊 分 離 を 粗 粒 化 フ ィ ル タ ー に よ り 行 う 第

２ 前 処 理 タ ン ク と で 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 油 水 分 離 装 置 で は 、 油 分 を 含 む 被 処 理 水 が 、 第 １ タ ン ク に お い て 同 第 １ タ ン ク

内 の カ ー ト リ ッ ジ に 圧 縮 充 填 さ れ た 繊 維 材 を 通 過 す る 際 に 、 微 細 な 油 分 も 効 率 よ く 捕 捉 さ

れ る よ う に な り 、 こ の よ う に し て 第 １ タ ン ク を 通 過 し た 濾 過 水 は 、 次 に 通 過 す る 第 ２ タ ン

ク 内 の 微 小 メ ッ シ ュ の フ ィ ル タ ー に よ り 、 残 余 の 油 分 を 十 分 に 捕 捉 さ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 そ し て 、 上 記 繊 維 材 の 上 記 カ ー ト リ ッ ジ 内 へ の 圧 縮 充 填 は 、 同 繊 維 材 を 予 め 濡 ら し て か

ら 行 わ れ る の で 、 同 繊 維 材 の 充 填 密 度 は 著 し く 高 め ら れ て お り 、 こ れ に よ り 同 繊 維 材 の 間

を 通 過 す る 上 記 被 処 理 水 中 の 油 分 の 捕 捉 が 、 上 記 繊 維 材 の 圧 密 化 さ れ た 表 面 へ の 付 着 に よ

り 十 分 に 行 わ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の よ う に し て 、 第 １ タ ン ク に お け る 上 記 繊 維 材 で 油 分 の 捕 捉 が 所 要 程 度 ま で 行 わ れ た

後 は 、 同 繊 維 材 を 充 填 さ れ た 前 記 カ ー ト リ ッ ジ の 交 換 に よ り 、 直 ち に 第 １ タ ン ク に お け る

油 分 捕 捉 機 能 の 回 復 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 油 水 分 離 装 置 で は 、 上 記 繊 維 材 と し て 脱 脂 綿 が 採 用 さ れ る こ と に よ り 、

同 繊 維 材 を 濡 ら し て 上 記 油 分 吸 着 用 カ ー ト リ ッ ジ 内 へ 圧 縮 充 填 す る 操 作 が 容 易 に 且 つ 十 分

に 行 わ れ る と と も に 、 脱 脂 綿 は 被 処 理 水 の 流 通 抵 抗 が 他 の 繊 維 材 と 比 べ て 少 な い た め 、 同

繊 維 材 （ 脱 脂 綿 ） に よ る 油 分 の 吸 着 捕 捉 が 能 率 よ く 一 層 的 確 に 行 わ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 さ ら に 、 第 ２ タ ン ク に お け る 微 小 メ ッ シ ュ の 上 記 フ ィ ル タ ー が 膜 分 離 型 フ ィ ル タ ー と し

て 構 成 さ れ て 、 同 フ ィ ル タ ー の メ ッ シ ュ が ０ .１ ～ ５ ミ ク ロ ン に 設 定 さ れ て い る と 、 同 フ

ィ ル タ ー に よ り 微 細 な 油 粒 の 捕 捉 も 容 易 に 行 わ れ 、 し か も 上 記 フ ィ ル タ ー を 逆 流 に よ り 洗

浄 す る た め の 配 管 が 施 さ れ て い る た め 、 同 フ ィ ル タ ー の 面 倒 な 交 換 を 必 要 と せ ず に 同 フ ィ

ル タ ー の 油 分 捕 捉 機 能 を 常 時 高 め て お く こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】

　 被 処 理 水 中 の 油 分 含 有 量 が 著 し く 多 い 場 合 は 、 上 記 の 第 １ タ ン ク お よ び 第 ２ タ ン ク に よ

る 油 水 分 離 に 先 立 っ て 、 予 め 被 処 理 水 中 の 油 分 を 減 少 さ せ て お く こ と が 望 ま し い が 、 本 装

置 で は 、 初 め に 第 １ 前 処 理 タ ン ク で 粗 粒 化 板 に よ る 被 処 理 水 中 の 油 分 の 粗 分 離 が 行 わ れ 、

つ い で 第 ２ 前 処 理 タ ン ク に お け る 粗 粒 化 フ ィ ル タ ー で 被 処 理 水 中 の 油 分 の 造 塊 分 離 が 行 わ

れ た 後 、 被 処 理 水 が 前 記 の 第 １ タ ン ク お よ び 第 ２ タ ン ク に お い て 更 に 油 分 の 分 離 が 行 わ れ

る も の で あ り 、 こ の よ う に し て 被 処 理 水 中 の 油 分 分 離 が 十 分 に 且 つ 適 切 に 行 わ れ る よ う に

な る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 と し て の 油 水 分 離 装 置 を 模 式 的 に 示 す 系 統 図 で あ り 、 図 ２ は 油

水 分 離 の メ カ ニ ズ ム を 示 す 説 明 図 で 、 そ の （ ａ ） 図 は 吸 着 に よ る 油 水 分 離 の メ カ ニ ズ ム を

示 す 説 明 図 、 （ ｂ ） 図 は 膜 分 離 方 式 に よ る 油 水 分 離 の メ カ ニ ズ ム を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 船 舶 の ビ ル ジ タ ン ク か ら 導 か れ た 油 分 を 含 む 被 処 理 水 Ｗ が 、 同 被 処

理 水 中 の 油 分 を 予 め 減 少 さ せ て お く た め 、 第 １ 前 処 理 タ ン ク １ に 、 図 示 し な い 圧 入 用 ポ ン

プ で 圧 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 第 １ 前 処 理 タ ン ク １ 内 へ 流 入 す る 被 処 理 水 Ｗ

に お け る 大 量 の 油 分 は 直 ち に 上 方 へ 集 め ら れ て バ ル ブ １ ｂ 付 き 排 出 管 １ ａ か ら 排 出 さ れ 、

ま た 比 較 的 粒 径 の 大 き い 油 分 は 粗 粒 化 板 ６ に よ り 粗 粒 化 さ れ て 、 そ の 油 分 も タ ン ク １ 内 の

上 方 の 排 出 管 １ ａ か ら 排 出 さ れ る 。

　 な お 、 図 １ に お け る 符 号 Ａ は 水 の 流 れ 方 向 を 示 し 、 Ｂ は 油 粒 を 模 式 的 に 示 し て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 第 １ 前 処 理 タ ン ク １ に は 、 同 タ ン ク 内 の 油 水 界 面 を 検 出 す る た め の 油 水 界 面 セ ン

サ ー ５ ａ ， ５ ｂ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 上 述 の ご と く 、 第 １ 前 処 理 タ ン ク １ で は 、 大 量 に 流 入 す る 油 や 比 較 的 粒 径 の 大 き い 油 分

の 分 離 が 行 わ れ る が 、 被 処 理 水 中 に 猶 も 残 存 す る 油 分 の 分 離 を 行 う た め 、 第 １ 前 処 理 タ ン

ク １ か ら 接 続 管 ２ ｃ を 介 し て コ ア レ ッ サ ー と し て の 第 ２ 前 処 理 タ ン ク ２ へ 導 か れ た 被 処 理

水 は 、 同 タ ン ク ２ 内 の 粗 粒 化 フ ィ ル タ ー ７ に よ り 油 分 を 粗 粒 化 さ れ て 分 別 さ れ 、 こ の よ う

に し て 粗 粒 化 さ れ た 油 分 は 同 タ ン ク 上 部 の バ ル ブ ２ ｂ 付 き 排 出 管 ２ ａ よ り 排 出 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 油 分 を 含 む 被 処 理 水 Ｗ が 上 述 の 第 １ 前 処 理 タ ン ク １ お よ び 第 ２ 前 処 理 タ ン ク ２ を 経 由 す

る こ と に よ り 、 そ の 油 分 を か な り 除 去 さ れ る が 、 本 装 置 で は 第 ２ 前 処 理 タ ン ク ２ で 前 処 理

さ れ た 被 処 理 水 が 、 さ ら に 微 細 油 粒 の 除 去 処 理 を 施 さ れ る た め 、 第 １ タ ン ク ３ お よ び 第 ２

タ ン ク ４ へ 順 次 送 給 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 す な わ ち 、 第 ２ 前 処 理 タ ン ク ２ の 出 口 フ ィ ル タ ー ７ ａ を 経 由 し た 被 処 理 水 は 、 接 続 管 ３

ａ お よ び バ ル ブ ８ を 介 し 第 １ タ ン ク ３ の 頂 部 へ 導 か れ 、 同 第 １ タ ン ク ３ に お け る 交 換 可 能

の 油 分 吸 着 用 カ ー ト リ ッ ジ ３ Ａ に お い て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す ご と く 、 微 細 な 油 粒 Ｂ を 吸 着

除 去 さ れ る 。

　 つ い で 、 被 処 理 水 は 、 第 １ タ ン ク ３ の 底 部 の 第 １ バ ル ブ ３ Ｖ お よ び 第 ２ タ ン ク ４ の 底 部

の 第 ２ バ ル ブ ４ Ｖ を 介 し 、 同 第 ２ タ ン ク ４ 内 へ 導 か れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 そ し て 、 第 ２ タ ン ク ４ の 内 部 に お け る 微 小 メ ッ シ ュ （ ０ .１ ～ ５ ミ ク ロ ン ） の フ ィ ル タ

ー ４ Ａ に よ り 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す ご と く 、 被 処 理 水 中 に 含 ま れ る 超 微 細 の 油 粒 Ｂ の 捕 捉 除

去 が 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 第 １ タ ン ク ３ に お け る 交 換 可 能 の カ ー ト リ ッ ジ ３ Ａ は 、 予 め 繊 維 材 に 水 分 を 含 ま せ て 同

繊 維 材 を 十 分 に 圧 縮 充 填 さ れ て お り 、 こ の 繊 維 材 と し て は 好 ま し く は 脱 脂 綿 が 用 い ら れ る

。
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　 ま た 、 第 ２ タ ン ク ４ に お け る フ ィ ル タ ー ４ Ａ に つ い て は 、 同 フ ィ ル タ ー ４ Ａ の 目 詰 ま り

の 程 度 を 流 量 計 な ど で 検 知 す る 手 段 が 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 そ し て 、 フ ィ ル タ ー ４ Ａ を 逆 流 に よ り 洗 浄 す る た め の 配 管 と し て 、 第 ２ タ ン ク ４ の 頂 部

に 接 続 さ れ た 排 出 管 10に 、 切 換 バ ル ブ 12を 介 し て 洗 浄 水 導 入 管 13が 接 続 さ れ る 。 ま た 、 第

１ バ ル ブ ３ Ｖ と 第 ２ バ ル ブ ４ Ｖ と の 間 の 配 管 11ａ に 、 洗 浄 水 排 出 用 の 排 水 管 11が 接 続 さ れ

て い る 。 こ の よ う に し て 、 第 ２ タ ン ク ４ の 内 部 で 、 逆 流 に よ り 微 小 メ ッ シ ュ の フ ィ ル タ ー

４ Ａ の 洗 浄 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。

　 な お 、 切 換 バ ル ブ 12お よ び 洗 浄 水 導 入 管 13を 設 け る 代 わ り に 、 単 に 排 水 管 10に 逆 流 用 ポ

ン プ を 設 け る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 前 処 理 タ ン ク １ お よ び 第 ２ 前 処 理 タ ン ク ２ の 各 底 部 に は 、 重 い

不 純 物 を 含 ん だ 水 の 排 水 を 行 う た め の バ ル ブ １ ｅ ， ２ ｅ 付 き 排 出 管 １ ｄ ， ２ ｄ が 接 続 さ れ

て い る 。 ま た 、 符 号 ９ は 接 続 用 フ ラ ン ジ を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 上 述 の 本 実 施 例 の 油 水 分 離 装 置 で は 、 油 分 を 含 む 被 処 理 水 Ｗ が 、 第 １ タ ン ク ３ に お い て

同 第 １ タ ン ク ３ 内 の カ ー ト リ ッ ジ ３ Ａ に 圧 縮 充 填 さ れ た 繊 維 材 を 通 過 す る 際 に 、 微 細 な 油

分 も 効 率 よ く 吸 着 捕 捉 さ れ る よ う に な り 、 こ の よ う に し て 第 １ タ ン ク ３ を 通 過 し た 濾 過 水

は 、 次 に 通 過 す る 第 ２ タ ン ク ４ 内 の 微 小 メ ッ シ ュ の フ ィ ル タ ー ４ Ａ に よ り 、 残 余 の 油 分 を

十 分 に 捕 捉 除 去 さ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 そ し て 、 上 記 繊 維 材 の カ ー ト リ ッ ジ ３ Ａ 内 へ の 圧 縮 充 填 は 、 同 繊 維 材 を 予 め 濡 ら し て か

ら 行 わ れ る の で 、 同 繊 維 材 の 充 填 密 度 は 著 し く 高 め ら れ て お り 、 こ れ に よ り 同 繊 維 材 の 間

を 通 過 す る 被 処 理 水 Ｗ 中 の 油 分 の 吸 着 捕 捉 が 、 上 記 繊 維 材 の 圧 密 化 さ れ た 表 面 へ の 付 着 に

よ り 十 分 に 行 わ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の よ う に し て 、 第 １ タ ン ク ３ に お け る 上 記 繊 維 材 で 油 分 の 捕 捉 が 所 要 程 度 ま で 行 わ れ

た 後 は 、 同 繊 維 材 を 充 填 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ ３ Ａ の 交 換 に よ り 、 直 ち に 第 １ タ ン ク ３ に お

け る 油 分 捕 捉 機 能 の 回 復 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 本 実 施 例 の 油 水 分 離 装 置 で は 、 上 記 繊 維 材 と し て 脱 脂 綿 が 採 用 さ れ る こ と に よ り

、 同 繊 維 材 を 濡 ら し て 油 分 吸 着 用 カ ー ト リ ッ ジ ３ Ａ 内 へ 圧 縮 充 填 す る 操 作 が 容 易 に 且 つ 十

分 に 行 わ れ る と と も に 、 脱 脂 綿 は 被 処 理 水 の 流 通 抵 抗 が 他 の 繊 維 材 と 比 べ て 少 な い た め 、

同 繊 維 材 （ 脱 脂 綿 ） に よ る 油 分 の 吸 着 捕 捉 が 能 率 よ く 一 層 的 確 に 行 わ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 さ ら に 、 第 ２ タ ン ク ４ に お け る 微 小 メ ッ シ ュ の フ ィ ル タ ー ４ Ａ が 膜 分 離 型 フ ィ ル タ ー と

し て 構 成 さ れ て 、 同 フ ィ ル タ ー ４ Ａ の メ ッ シ ュ が ０ .１ ～ ５ ミ ク ロ ン に 設 定 さ れ て い る の

で 、 同 フ ィ ル タ ー ４ Ａ に よ り 超 微 細 な 油 粒 の 捕 捉 除 去 も 容 易 に 行 わ れ 、 し か も フ ィ ル タ ー

４ Ａ を 逆 流 に よ り 洗 浄 す る た め の 配 管 が 施 さ れ て い る た め 、 同 フ ィ ル タ ー ４ Ａ の 面 倒 な 交

換 を 必 要 と せ ず に 同 フ ィ ル タ ー ４ Ａ の 油 分 捕 捉 機 能 を 常 時 高 め て お く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 被 処 理 水 中 の 油 分 含 有 量 が 著 し く 多 い 場 合 は 、 第 １ タ ン ク ３ お よ び 第 ２ タ ン ク ４ に よ る

油 水 分 離 に 先 立 っ て 、 予 め 被 処 理 水 中 の 油 分 を 減 少 さ せ て お く こ と が 望 ま し い が 、 本 装 置

で は 、 初 め に 第 １ 前 処 理 タ ン ク １ で 粗 粒 化 板 ６ に よ る 被 処 理 水 Ｗ 中 の 油 分 の 粗 分 離 が 行 わ

れ 、 つ い で 第 ２ 前 処 理 タ ン ク ２ に お け る 粗 粒 化 フ ィ ル タ ー ７ で 被 処 理 水 中 の 油 分 の 造 塊 分

離 が 行 わ れ た 後 、 被 処 理 水 Ｗ が 第 １ タ ン ク ３ お よ び 第 ２ タ ン ク ４ に お い て 更 に 油 分 の 分 離

が 行 わ れ る も の で あ り 、 こ の よ う に し て 被 処 理 水 中 の 油 分 分 離 が 十 分 に 且 つ 適 切 に 行 わ れ

る よ う に な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ０ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と し て の 油 水 分 離 装 置 を 模 式 的 に 示 す 系 統 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 油 水 分 離 の メ カ ニ ズ ム を 示 す 説 明 図 で 、 （ ａ ） 図 は 吸 着 に よ る 油 水 分 離 の メ カ ニ

ズ ム を 示 す 断 面 図 、 （ ｂ ） 図 は 膜 分 離 方 式 に よ る 油 水 分 離 の メ カ ニ ズ ム を 示 す 断 面 図 で あ

る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 １ 　 第 １ 前 処 理 タ ン ク

　 １ ａ 　 排 出 管

　 １ ｂ 　 バ ル ブ

　 １ ｄ 　 排 出 管

　 １ ｅ 　 バ ル ブ

　 ２ 　 第 ２ 前 処 理 タ ン ク

　 ２ ａ 　 排 出 管

　 ２ ｂ 　 バ ル ブ

　 ２ ｃ 　 接 続 管

　 ２ ｄ 　 排 出 管

　 ２ ｅ 　 バ ル ブ

　 ３ 　 第 １ タ ン ク

　 ３ Ａ 　 油 分 吸 着 用 カ ー ト リ ッ ジ

　 ３ ａ 　 接 続 管

　 ３ Ｖ 　 第 １ バ ル ブ

　 ４ 　 第 ２ タ ン ク

　 ４ Ａ 　 フ ィ ル タ ー

　 ４ Ｖ 　 第 ２ バ ル ブ

　 ５ ａ ， ５ ｂ 　 油 水 界 面 セ ン サ ー

　 ６ 　 粗 粒 化 板

　 ７ 　 粗 粒 フ ィ ル タ ー

　 ７ ａ 　 出 口 フ ィ ル タ ー

　 ８ 　 バ ル ブ

　 ９ 　 接 続 用 フ ラ ン ジ

　 10　 排 出 管

　 11　 排 水 管

　 11ａ 　 配 管

　 12　 切 換 バ ル ブ

　 13　 洗 浄 水 導 入 管

　 Ａ 　 水 の 流 れ 方 向

　 Ｂ 　 油 粒

　 Ｗ 　 被 処 理 水
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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